
津経平野南東出Kなける
議莱の地理的誘造

くはじめに〉
言長

農業は土地と密接記関連して農業地域構造を影成する。 ζ

藤 武市

象を系統的K分

析して、地域体艇とし

農沼地、

しなければ左らない。その農業事象の分析の基本は

して分析を進めるべきと考える。農現地Kは自然

環境上の特性を含み、地域社会の性格Kよっても多嫌投を示す。とれち

は或立いそして地理的要素を含み、農業捕遣の地域体制を形成する。いわば農業の構造を以

上の三三つの柱K求ゐ‘その究明を地理的方法托よって左す所に意義を求める。

く地域の概況〉
さき地域は津軽平野東部氏位置し、薄軽平野の沖積地上民集村丹多摩、をとって集落が立地してい

る。昭和30年当時の柏木町、大光事町、竹舘村、可思村、議崎村が合併して平賀町とまった

が、当地域はその西表陸出域一帯であるo経済的には弘前市の一次歯托含まれ、弘前市近郊農村

的性格をも引白域である。そして歴史的民も古し津軽地方の古村地帯として史書記その名を

とどめいている。農家率 73.7婦、生設所得の59.5需が農業Kよる所得という純農村的地域

であれ今後も農柴立可という線を卦し進めようとしている。その農業拭耕地一長当粗収入4

万る千円、農業専従者一人当粗収益19万7千円ときわめて生雄性の高い地域とされ、

でも上位にランクざ汎ている。しかし、 91. 8 9揺が耕樺農業で、経営規模は一日当水出 5反7

喜久、樹麗地2反3敵、普通熔}反 1畝ミ計?反1散ときわめて少まいひそのため農家世替の減

少‘兼事業農家。急増、いわゆる兼業化によるi積層分解を起しつつあるのが現状である。

く土地利用〉
本地域は地形的K捧軽平野の沖積地と十和田火山酉部山麓050Qm以 Fの正艶也氏分けら

れるにの地形がこt地利用を大いに制約している。沖積地は領斜3丸満でほとんど水由来j刻され

ている。えだ中東部。尾崎付近は浮石を含む、シラス質の土識が海J11!rCよって碍堆積され台地

になっているため‘用水の関係上長んど閣となっている。丘陽議斜面のうち‘南部は30-15 

の協鉢で、比毅的軟かい礎質土識という所から、樹勢、収量、品質共に安定した、傾斜地主ん

ど麗としては良部な条件を備えている。それに対比部出掛 150--2 0¥さら誌は2向上

までbんど量霊化されていゐが‘硬しゅ穣土払

生産力は設い。

土地条件。劣悪性のため

ζういった土地利府は土地条仲ばかりでなし社会的摩史的要国も考えられゐ。
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のーっとされる当地域の水田は、そり自然条件は決して恵まれたものとは言

えず、東部山地からの自然叩Ifが少左いことも当地域の沖讃:tfui6鳴くて、平)11るつ濯新u用がで

きないことから‘総延長 15t同水下関係 12部落630町歩。六羽JII用水堪を関ぎくした。

さら詑六羽)[1と平)11 (2)中間K、1 2畑、 13部落‘ 41 5町歩を濃翫する庄司j討を開さくして

ようやく用水不足を緩和しも水田面積の増反をみる。しかしな卦用水は不足し、昭和K入って

動力揚水機を設置して用水の確保を図った。今回の調査では12 1葉を確認した。とのような

経過をたどって、農業携盗改善事業のもとK、平)11石博土地歌良工事が37年K麓手され、指

命的な用水不足が完全民解治されるにヨさった。それと問時K水由経営の合理化も進み、その発

騒が約束されているむ

このようま水田地帯K対して、山麓地帯はより以上に恵まれないか患条件で水田経営を行っ

てきた。緩告傾斜をもっ山麓お辺、谷設の水田化も用水の不足と冷水という劣悪条件は収量K

卦いて反当一石り差をもたらし、謹抱i獲模、六羽JfI支流の開きく等、穀物自給という自

の誼格を端的に示してきた。このような地域K、明治初期投んどが動入され、大正時代までに

はそ乙VCQ という形を示す。 ζのりん っていく理由記は‘村中持の山

が部落民に解放されていったととがよげられる。 ζの村中持。山が‘今日のりんど簡でるるの

だが、幾境Kも王子割分配さιたた時、りんご闘の分散を招き‘{乍業能率の器下をきたした。反

語には土地条件事収種最の道具を調整しようという農民の意議も分散ということK働いている。

うして今月のような姿になる。果揖閣は乎祖地花も散悲的Kみられるがも ζ才l

はあくまで水田利用κ臨難でるる土埼とか、自摂設防よもまた雇敷豪十ζみられる。

以上から、水田率ち呆樹鴎をとってみるときわめてはっきりした箆分をすることができる。

つまり水間地警(水田率 80領以上)、求問果樹地帯〈水田率40-...79需)、果樹地帯〈京

国主義39領以下)の3区分でるる。

く農業経営〉
次に農業経営を見ると、水稲栽培農家率では水田地苦?ス5%--100吾、最も低iハ果樹地

719毒と比較的高率であゐがも水稲販売農家率は水田地帯85婦でも くまる

託つれて抵率を示す。こりiま率ということは自給性。強い水稽栽培でおると蓄える。滋K台ん

ど栽培農家率は水面呆樹と果樹地帯設靖男IJ高し 80 番以上をポナ。このような地域差は、

を見ても、水田地帯では米が90%以上、りんど1合%以一

はUんど95ヲ%以上、米が5~番以下となりもきわめてはっきタしていゐ。えだ水因果梼端

帯は水田と果樹の地帯。漸移地帯ということか02つK分けられる。すなわち、りんとより米

K依害している集落と長んど民依在している集落でるる。前者は米70.1張、りんど21. 5 % 
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で吹上‘高燭‘滋了麗‘後者は米33.4婦‘ りんごる 0.2%で沖舘、新舘、黒崎‘新屋である。

次K農産物販売額からみると、最もよ!蓄農家 (30 -70万〉‘審農 (70万以上〉が多い

のは果樹地帯の憲竹、広船、本田果樹の沖藷‘新舘、吹上、 71<団地帯の松舘で‘最もイ丘いのは

岩舘‘舘倍、荒田る松i母、新星である。一般的K農家の収入は皆営耕作反})IJvr:比ザ!げる関係を

もっ。そとで一町以下の耕作農家主事をみると、自主訟の下事、中!議農家の多V~集警はいずれも高

率を示して、零細経営が多いと言えるし‘逆陀上j議、富農が多い集落ば耕作面積カ毒事1合大きい。

ζの零細経営性ということは、農家の兼業化をも克らす。すまわち‘当地域で専業農家率が高

いのは、松舘‘杉舘、吹上、麿竹、思船で30要以上を示し‘最も法いのは、杉鎧‘松舘を絵

〈水田地帯で、---lHf以下耕作鶏家率の高率地帯と一致している。そして兼業率が高いのは前記

の水沼地帯であ担‘ 80SlS以上、その宇でも才2種兼業が40SlS以上を示す。それではとの兼

業化の指標として‘才1種兼菜、方2種兼菜、基幹労働者兼業率をとって、兼莱疫を求めた。

とれ花よると、農裁物競売敏治ミらの結果と、-BIJ以下む耕作農家主事と高い相関離をもってい

る。つまり農業技入も少設し耕埼題績も小さいため農業K誌存でさまいため、兼業化の道を

たどっていると言えるだろう。 ζの兼業を職種JJIjvr:みると、常勤は交通的K便利左本町、柏木

町‘在郷が高率で、他集落は‘士木工事の増大K停って‘人夫日藤兼業が高率を崇ナ。その中

でも新墨‘理崎は出稼~<率が高〈兼業の40 SlS以上を占める。とうした兼業化の績向は農業就

業人口率K反映する。兼業度が高し経営規模設判、さい集落ほど就業率が佳いのである。そし

て農業就業人口を男女の上じにとるとも兼業の高い地域誌ど女子就業率が高し特記水田地帯は

著 しし指数200以上。集藩が5つもある。京対K果樹経営を大きくとり入れている集藩

は指数が130以下であるととは.果樹経営の高変の農業技街性もあろうカミ水田経営では反

当必要日数20自、果樹経営は a反主主必要時数81日という差異も関係し、京国経営のもつ農開

期の長期性、過剰労働力が兼業化を促進しているのでみるう。特K男子の議業化すゐ傾向が著

るしい。

<結 ひう
以ょ、土地利用も耕作梨、農家収入、兼業腹‘農業就業率からと、措履分解の進展を調味し

て‘地域区分して晃ると次の禄になる。

1 (水器地帯) ... A ...杉舘、松舘

B ...若生松、大光寺、小和森、三音色客、石部

c ...舘山‘松崎、舘問、荒田、平田義、大語、原沼‘岩舘

D ...柏木町、本町

H (水田果樹地帯) E .ぃ沖舘、新館

- 1 5 



F ...隠工題、 吹上‘ 高畑

G ••• fiさ崎、新墨

.廷...若竹、広船車(果謝地帯〉

炉剛警
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